






やま ざき ひろ し
氏 名 山 崎 宏 史
授 与 学 位 博士(工学)
学位 授 与年 月 日 平成20年9月11日
学位授与の根拠法規 学位規則第4条第1項
研究科,専攻の名称 東北大学大学院工学研究科(博士課程)土木工学専攻
学 位 論 文 題 目 ディスポーザを活用した環境低負荷型総合排水処理システムに
関する研究
指 導 教 員 東北大学教授 西村 修
論 文 審 査 委 員 主査 東北大学教授 西村 修 東北大学教授 大村 達夫
東北大学教授 原田 秀樹 東北大学准教授 中野 和典
論 文 内 容 要 旨
生ごみを破砕 し液状にすることで排水処理に供するディスポーザは、その利便性のためにわが国でも使用数が





























































応 した総合排水処理システムの構築を行 うために、嫌気 ・好気循環生物膜法を用いた排水処理プロセスに生活排



























本研究で検討 した 「ディスポーザを活用 した環境低負荷型総合排水処理システム」の普及によって、生ごみの
衛生的な処理が可能となる利便性から利用者のアメニティ向上が図られ、既存単独処理浄化槽から合併処理浄化














第2章 「既往研究」では,デ ィスポーザを活用した総合排水処理システムに関わる既往研究を整理 し,研
究課題を明 らかに した.
第3章 「ディスポーザ排水の可溶化 ・資化特性」では,固形有機物を多く含むディスポーザ排水の可溶化






く,ま た蛋 白質は嫌気条件下でも好気条件下でも可溶化が遅いことが明らかとなった.これ らは新規かつ有
用な知見である.




第5章 「ディスポーザ排水導入に対応 した総合排水処理システムの構築」では,嫌気 ・好気循環生物膜法
を用いた排水処理プロセスに生活排水のみを導入 した系と生活排水とともにディスポーザ排水を導入した系
の処理性能を比較解析 し,両系 ともにT-N除去率は循環比6,BOD除去率は循環比4で 最小となること,汚
泥転換率に関 しては生活排水導入系では循環比4で 最小となり,ディスポーザ排水導入系では循環比6で 最




第6章 「ディスポーザ対応総合排水処理システムの環境負荷評価」では,第5章 の成果を踏まえ,デ ィス
ポーザの導入による生ごみの廃棄物処理か ら排水処理への移行が環境負荷に及ぼす影響を,CO、排出量を対象
としたLCAにより比較検討 した.その結果,生活系生ごみを発生原位置で減量化 させるディスポーザ対応総
合排水処理システム導入ケースにおいてCO2排出量が削減されることが明らかとな り,ディスポーザ対応総
合排水処理システムは排水負荷の低減化 と汚泥負荷の低減化のみならず,CO,排出量負荷の低減化にも寄与す
る環境低負荷型の排水処理システムであることを明 らかとした.これは特に新規かつ有用な成果である.
第7章 「総括および展望」では,本研究で得られた知見を総括として示し,環境低負荷型社会の構築にお
けるディスポーザ対応総合排水処理システムの位置づけについてまとめた.
以上要するに本論文は,排水負荷の低減化,汚 泥負荷の低減化 とともに温室効果ガス負荷の低減化を指向
した環塊への総合的な負荷を低減するディスポーザを活用 した環境低負荷型総合排水処理システムの構築に
ついて検討を行ったもので,環境工学の発展に寄与するところが少なくない.
よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格と認める.
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